
 

 

 

 

さつま町立宮之城中学校 

１ 本校における授業体制 

（１）「考え，議論する道徳」の授業 

「特別の教科」として位置付けられた道

徳の時間が平成 31年度(令和元年度)より

全面実施となった。 

「考え，議論する道徳」では，まず自分

で考え，そして他者の意見と自分の意見の

交流をはかり，多様な考え方にふれ・議論

する。そして，生徒自身の考えに変容がみ

られたり，考えをより深めたりすることで，生徒１人ひとりのよさを伸ばし，成長を促す授業への転換が

示された。 

（２）道徳の時間の実際（宮之城中学校 授業モデルより） 

過 程 主 な 学 習 活 動 時間 
( 分 ) 指導上の留意点●と評価(◎) 

見通す 

(導入) 

〔目標の明確化〕 

  ① 主題に関わるめあてを知る。 

  【道徳的価値の意味や意義の確認】 

  ② 資料を読む(見る,聴く)。 

③ 資料における道徳上の問題の状況をつか

む。 

 

 

 

 

 

① 主題に関わる問いをする。 

 ・アンケート結果などを用いる。 

② 教科書,写真,動画,スライドを提示する。 

③ 問題となる道徳的価値を意識して学習をす

すめられるようにする。 

学び合う 

(展開) 

〔子どもが主役となる学び合い〕 

  ④ 友達の考え方や全体の考え方を確認する。 

            【考えの可視化】 

  ⑤ 互いの考えとその理由を伝え合い意見を

交流する。【話し合い[ペア・グループ]】 

  ⑥ 多様な考えや意見にふれ,全体としてまと

めたり,意見を対立させたりしながら全体

でまとめる。    【話し合い[全体]】 

 

 

④ 自分の意見や考えを記述したり,説明した

りできるようにする。 

⑤ できるだけ多様な考えにふれさせ,意見を類

型化したり,議論したりしながら吟味させる。 

⑥ ペアやグループで吟味された考えを聴き,

さらに多面的・多角的に考えることが出来

るように工夫する。（ 板書の工夫） 

深める 

(終末) 

〔ラスト１０分の充実〕 

  ⑦ 人間としての生き方について考え,これか

らの自己を見つめる。 

 

 

 

 

  ⑧ 授業について,自己評価する。 
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⑦ 主題に照らして,これまでの自己を振り返

り,これからどのように生活していくか考え

させる。 

 ・学んだことについて 

 ・これまでの自分と今後の自分について 

 ・考えの変化について 

⑧ これからの道徳的実践につなげる。 
 

さつまの 

【３構え】 

【身構え】姿勢，発表の仕方，話の聞き方の学習のしつけができているか。 

【心構え】授業に対する意識・準備に対する指導ができているか。 

【物構え】机上の学習用具の準備や整理の指導はできているか。 

令和４年度 

北薩地区道徳教育研修会 ～本校の道徳教育の概要～ 

本校の授業体制（参考：県教育委員会リーフレット） 

学習課題・めあて 

考えさせたい道徳的価値につながる

ように設定する。 

教師視点の本時のゴール 

｢まとめ｣との整合性があるよう

に設定する。 

まとめ 

 授業を通して学んだことや,こ

れからの自己について記述する。 

意 

識 

化 

焦 

点 

化
・
追 

求
・
深 

化 

自 

覚 

化
・
意 

欲 

化  



（３）授業担当の型 

本校では，｢学級担任主導型(従来型)｣に加え, 学級担任が教材を
１つずつ担当し, クラスを回って授業をする｢ローテーション型｣で

の授業を取り入れている。 

しかし，どちらの授業体制においても，一長一短があり，それに対

応するため，ローテーション授業の回数やタイミング，ローテーショ

ンの方法などは，各学年の実態に応じ，柔軟な形で行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ GIGAスクール構想と関連した取組 

（１）職員研修 

本校では，昨年度のはじめから計画的に，GIGAスクール構想に向

けた職員研修を行ってきた。 

具体的には，講師を招き，「ロイロノート・スクール」や「Microsoft 

Teams」の使用法などを学ぶ機会を設けた。  

さらに，先行してタブレット端末を活用した授業を取り入れている

教員が，使用法や授業での活用例などを紹介したり，活用するうえで

の疑問点を解決したりするなどの研修を行った。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症対策による分散登校 

 新型コロナウイルス感染症の拡大によって，３密を避けるために，

昨年度３学期に分散登校を行った。具体的には，クラスを A・Bの２

つのグループに分け，日ごとに交互に登校し，一方のグループが登校

しての授業日であれば，もう一方のグループは自宅でリモートによる

授業に参加するという方法で実施した。 

 ほとんどの教科でリモート授業が行われ，道徳の授業も同様にリモ

ートで実施した。 

 

～ローテーション型のメリット～ 

・ 授業の改善をいかせる 

・ マンネリの授業にならない 

・ 教材研究の労力の軽減 

・ 多様な意見や考えにふれられる 

・ 生徒の多様な姿の発見 

～ローテーション型のデメリット～ 

・ 普段の授業で担当していない学級での授業

での生徒への対応に不安 

・ 授業の展開が教師によって異なる 

・ 学級のタイムリーな問題に対応した道徳の

授業がしづらい 

 

ローテーションでの授業の様子 

分散登校中の授業の様子 

職員研修の様子 

～ 学年の実態に応じたローテーション授業 ～ 

○ 学級担任でのローテーションを複数回実施 

○ 学級担任が２回，学年所属の教員が１回ずつの計４回のローテーションを実施 

○ 学年所属の教員で，ほとんどすべての授業をローテーションで実施 



３ タブレット PCを活用した道徳授業の実践 

（１）Microsoft Teamsを活用した授業 

 Microsoft Teamsは，リモート会議や画面共有を行うのに便利であるため，プレゼンテーションや画像，

動画などを効果的に提示する教科の授業で広く活用されている。 

 また，分散登校中のリモートで行った道徳の授業においても，最も多く活用された。 

 

 【活用例】 

 ア アンケートの集約 

   生徒がアンケートに回答し送信を押すと，瞬時 

にアンケート結果が集約され，円グラフで表示さ

れるため，アンケート結果を視覚的に認知しやす

い。 

 

 イ 発問の回答 

 生徒が回答した文言の中から，特に使われたワー

ドが瞬時に視覚的に分かりやすい形で表示される。

右の回答例では，「喜び」という言葉が最も使われた

ことが分かる。 

 その他にも，チャット機能を用いた発表等も行わ

れた。 

 

 

（２）ロイロノート・スクールを活用した授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ロイロノート・スクール」を活用して，自分やグループの意見を共有することができ，シンキングツー

ルを活用することで，それぞれの考えや意見を可視化しながら類型化し分析することができる。 

 

（３）Microsoft Teamsとロイロノート・スクールを複合的に活用した授業 

 多様な意見の可視化やシンキングツールを活用した類型化が得意な「ロイロノート・スクール」と画面

共有やビデオ会議，チャット機能に強みのある「Microsoft Teams」のそれぞれの良いところをいかし，

それらを，複合的に活用した授業も実践された。 

 

 

 

シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
へ 

情報機器の活用が得意な教師も得意ではない教師も，それぞれが工夫して実践 

 



 

 

 

 

 研究授業 

 授業者に焦点をあてた参観をするのではな

く，生徒の学習の様子や学習状況を見取る。 

 

 

 

 授業研究・研究協議 

 授業研究や研究協議では，見取った生徒

の様子を基に授業の流れの改善点や発問，

手立てなどの改善点を探る。 

４ 評価に関する共通理解 

（１）評価の構成 

「大くくりのまとまり」を意識した評価は，授業の積み重ねによる成長を捉えられる半面，個人差を表現

しづらく，その子らしさが伝わりにくいものになってしまうため，「大くくりのまとまり」の評価に続き，

「学習の様子やエピソード」を具体的に記述する２文構成としている。 

 基本的には，「A おおくくりの授業評価」に「B 学習に関するエピソード評価」を加えたもの，または 

「A おおくくりの授業評価」に「C 学校生活に関するエピソード評価」を加えたものとしているが，担任に

よる柔軟な記述評価も可能としている。 

 

（２）評価の材料 

  ア ポートフォリオ ・・・ ワークシートのファイリング 

            ・・・ 授業の感想等の把握 

  イ 自己評価    ・・・ 生徒自身が授業ごとに行う 

  ウ エピソード   ・・・ 生活の様子や言動を見取る 

  エ アンケート   ・・・ キャリアパスポート等を活用 

 

５ 研究授業・授業研究での取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～授業の振り返り[自己評価]例～ 

ア 教材について，興味をもって取り組めたか？ 

イ 自分の考えを伝えることができたか？ 

ウ 友だちの考えを聴くことができたか？ 

エ 授業の内容について，深く考えることができたか？  

宮之城中学校の道徳評価システム 


